
20 

NO.332 
平成13年4 月 24 日

運転開始 川内浄化センター



-・・・・圃・・圃・圃園圃・・E0通水開始セレモニー

三
月

二
十
九
日
、
川
内
町
吉
久
に
建
設
し
て
お

り
ま
し
た
公
共
下
水
道
処
理
場
「
川
内
浄
化
セ
ン

タ
ー
」
が
完
成
し

、

関
係
者
七
十
人
が
出
席
し
て

通
水
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

川
内
町
の
公
共
下
水
道
は
、
平
成

二
十
二
年
の

全
面
使
用
時
に
一
一
二
三
・

四
か
で
九
千
三
百
人
の

下
水
処
理
を
目
標
に
し
て
お
り

、

今
回
、
使
用
を

開
始
す
る
の
は
、
北
方
、
南
方
、

吉
久
地
区
の

一

部

(約
四
十
三
か
)
で

、

千
五
百
人
の
使
用
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

川
内
浄
化
セ
ン
タ

ー

は
、
活
性
汚
泥
を
加
え
た

汚
水
を
長
時
間
環
流
さ
せ
、
微
生
物
で
分
解
さ
せ

る
オ
キ
シ
デ
!
シ
ヨ
ン
デ
イ
ツ
チ
方
式
を
採
用

し
、
日

量
最
大
千
三
百
二
十
五
立
方
針

(将
来
的

に
は
五
千

三
百
立
方
M
)
の
汚
水
を
浄
化
し
ま
す
。 下水道事業の歩み

公共下水道全体計画策定

松山広域都市計画下水道の変更

下水道法事業認可

都市計画法事業認可

下水道管渠工事着手

川内浄化センター建設着手

公共下水道条例 、 受益者負担に

関する条例制定

公共下水道事業関係規則施行

川内浄化センタ 一通水

(供用開始)

平成6年3 月

12月

10月

平成10年6月

平成1 2年3月

平成1 2年8月

平成13年3月

平成8年 1 月

平成7年7 月

-各施設概要

項目 形状、 寸法

1 管理棟
鉄筋コ ンク リ ー ト造2階建、 延床面積61 8凶

(事務室、 監視室、 水質試験室、 会議室、電気室、 自家発電機室)

2 沈砂池ポンプ棟
鉄筋コ ンク リ ー卜造2階建 (地下1陪) 、延床面積324m

( 自動防塵機、 スカム分離機)

3 オキシデーションティッチ
鉄筋コ ンク リ ー 卜造、 馬蹄型 1池

(幅4 .5m X長さ 116.8m X有効水深2.5m )

4 最終沈殿池
鉄筋コ ンク リー卜造 1池

(直径14 .5m X有効水深3.5m )

5 汚泥ポンプ棟 鉄筋コ ンクリー 卜造1階建(地下1階) 、 延床面積102m

6 汚泥処理棟
鉄筋コ ンク リー ト造2階建、 延床面積841m

(濃縮汚泥ヲンク 、 汚泥貯留槽 、 汚泥脱水機、ケ キ貯留ホッパ)

7 塩素混和池
鉄筋コ ンクリ ー ト造

(幅2 .0m X長さ 14.0m X有効水深1 .0m ) 2水路

広報かわうち
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川内町は住民の生活環境、 自然環境を重視す

る「うるおい快適生活のまちづくり」を目標と

してまちづくりを進めています。

この目標実現のための大きな柱が公共下水道

の普及です。

処理場予定地の皆さんのご理解を得ることか

ら始まりました本事業も、 7 年をかけまして川

内浄化センターの運転開始を迎えることができ

ました。

これもひとえに、 国 ・県をはじめとする関係

機関や住民の皆さまのご協力の賜と感謝いたし

ております。

今後は、 一日も早い公共下水道の普及促進に

努力を傾注いたしますので、町民の皆さまの一

層のご理解とご協力をお願い申し上げます。

川内町長大西勉

。最終沈殿池

のE52 1司
E面
市"'" 13 �' 

。汚泥処理棟の
汚泥脱水機ほか

-川内浄化センタ一平面図

敷地面積
2.36ヘ クタール

。門UC
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水
道
特
別
会
計
は
浄
化
セ
ン
タ

ー

建
設
経
費
の
減
に
よ
り
予
算
規
模

七
億
五
千
四
百

七
十
万
九
千
円

(
対前
年
比
十
五

・
四
%
減
)
、
ふ

る
さ
と
交
流
館
特
別
会
計
は
、

一

億
七
千
五
百
九
十
九
万
五
千
円

(対
前
年
比
三

・

O
%
減
)
、
介
護

保
険
特
別
会
計
は
、
五
億
八
千
九

百
十
万
八
千
円
(
対
前
年
比
九
・

九
%
増
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
及
、
び
各
特
別
会
計
の

予
算
規
模
の
総
計
は

、

八
十
五
億

五
千
二
百
九
十
八
万
六
千
円
で
、

対
前
年
比
で
は
五

・

五
%
の
減
額

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

川
内
町
に
お
い
て
は

、

法
人
税

収
が
低
水
準
で
推
移
し
、
町
税
の

も
う

一
つ
の
柱
で
あ
る
固
定
資
産

税
も
減
収
と
な
り

、

全
国
的
な
地

方
交
付
税
の
減
収
傾
向
と
合
わ
せ

て
厳
し
い
財
政
環
境
に
あ
り
ま

す
。そ

の
よ
う
な
な
か
、
平
成
十
三

年
度
当
初
予
算
は

、

行
政
投
資
や

行
政
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
の
な
い
よ

う
、

よ
り
効
率
的
な
財
政
運
営
に

努
め
た
編
成
に
な
っ
て
い
ま
す

。

予
算
規
模
と
し
て
は
、
一
般
会

計
が
四
十
五
億
六
千
五
百
七
十
六

平成 13年度

当
初
予
算
決
ま
る

f

平
成
十
三
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る三
月
定
例
町
議
会
が

、

三
月
十
六
日

か

ら
三
月
二
十
六
日ま
で
の
十

一日
間
に
わ
た
り
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
町
議
会
で
は
、
平
成十
三
年
度
一
般
会
計

・

特
別
会
計
予
算
な
ど
二
十
議
案

等
を
審
議
し
、
議
員
発
議
一
件を
否
決

、

そ
の
他
は
原
案
ど
お
り
可
決、

承
認
し
ま
し
た
。

当
初
予
算
か
ら
順
を
追
っ
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

万
二
千
円
で
、
台
風
十
六
号
災
害

に
係
る
復
旧
事
業
の
完
了
等
に
よ

り
対
前
年
比

一
0

・

六
%
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
は
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
九
億
六
百

八
十
七
万
七
千
円
(
対
前
年
比

九
・

八
%
増
)、
老
人
保
健
特
別

会
計
十
三
億
三
千
五
百
十
二
万
三

千
円

(
対
前
年比
0

・

二
%
増
)、

簡
易
水
道
特
別
会
計
は

、

二
億
二

千
五
百
四
十
一
万
二
千
円

(
対
前

年
比
二
九

・

三
%
増
)

、

公
共
下

広報かわうち
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3月定例町議会報告

考多

般
会
計
当
初
予
算

の
主
な
も
の

O
総
務
費

将
来
を
見
通
し
た
庁

舎
の
再
配

置
に
係
る
事
業
費
、
直
営
林
の
計

画
的
整
備
、
交
通
安
全
対
策

、

防

犯
対
策

、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整

備
の
経
費
、
情
報
公
開
の
進
展
に

向
け
た
取
り
組
み
の
た
め
の
経
費

や
固
定
資
産
の
公
正
な
評
価
の
た

め
の
経
費
な
ど

O
民
生
費

保
護
措
置
や
高
齢
者
の
増
加
に

よ
る
経
費
の
増
額
、
扶
助

費
の
充

実
、

福
祉
館
事
業

、

心
身
障
害
者

福
祉
、
放
課
後
児
童
対
策
事
業
、

保
育
の
充
実
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
開
設
に
伴
う
経
費
な
ど

O
衛
生
費

各
種
健
診
・
検
診

、

健
康
講
座
、

健
康
相
談
な
ど
住
民
の
健
康
管
理

意
識
の
向
上
、
早
期
発
見
の
機
会

の
提
供
に
伴
う
経
費
と

、

合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
補
助
の
充
実
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
費
、
電

気
式
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
経

費
な
ど

O
農
林
水
産
業
費

ふ
る
さ
と
水
と
土
保
全
対
策
事

業
に
よ
る

農
業
基
盤

の
整
備
、
林

道
の
計
画
的
な
整
備
へ
の
投
資
、

松
枯
れ
被
害
に
対
す
る
調
査
等
の

経
費
、
国
土
調
査
事
業
の
推
進
、

生
産
調
整
推
進
事
業
補
助
な
ど
ソ

フ
ト
事
業
の
充
実
に
係
る
経
費
な

どO
土
木
費

幹
線
道
路
や
生
活
に
密
着
し
た

道
路
整
備

、

町
営
住
宅
の
維
持
経

費
の
事
業
経
費
な
ど

O
消
防
費

消
防
施
設

・

設
備
の
整
備
、
消

防
団
の
充

実
に
係
る
経
費
な
ど

O
教
育
費

学
校
教
育
の
充

実
、
小
児
成
人

病
対
策
事
業
に
よ
る

健
康
管
理
、
学
校
施

設
の
維
持

管
理
経

費
、
社
会
教
育
で
は

青
少
年
の
健

全
育

成
、
文
化
財
及
び
民

俗
資
料
等
の
保
護
・

整
理
経
費

、

社
会
体

育
・

生
涯
学
習
関
連

事
業
費

、

特
に
I
T

学
習
の
充
実
に
係
る

経
費
な
ど

多平成13年度会計別予算の状況

j I 会計区分| 当初の予算額 |増減率川 ; 
I 一般会計 4 ， 565 ， 762叶ム10 . 6 I
国保 I 906，日 9 . 8 I

I 老人保健 I 1,335 ,123 0.2 I ~ 
I 簡易水道 225 ， 412 29.3 I ~ 

.公共 7… | 引:下水道 I ""'"""t , I V0  L.......l.J..0 .'-1" 

ふるさと 175 ， 995 I ム3. 0
交 流館 I/ ....，， '-'V'-'

I 介護保険 589 ， 108 9.9 I ~ 
I 合計 I 8 ， 552 ， 986 ム5 . 5 I ~ 

多平成13年度一般会計当初予算
投資的経費の主なもの

(千円 )

・ 合併処理浄化槽設置整備 36,954 
事業補助金

・ ふるさと水と土ふれあい事業費 65,616 : 

・ 庁舎改修工事ほか 161 ,500 

・ 農道改修ほか 33,792 

・ 造林事業補助金 7,294 

・ 林道改良舗装な ど 74,240 

・ 白猪の滝公園整備工事ほか 8,530 

・ 環境土木整備工事ほか 5,550 

・町道維持修繕工事 70,000 

・ 道路橋梁新設改良費 380,675 

・ 天神西組線改良ほか 330,150 

・町営住宅施設改修 4,950 

・小学校施設整備工事ほか 9,603 

・ 中学校施設整備工事ほか 10,018 : 

・ 幼稚園施設整備工事ほか 14,082 

・ 中央公民館冷暖房設備 10,500 
入替工事 : 

・ 災害復旧費 9,534 

0中央公民館での IT 講習会

広報かわうち
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般
議
案

O
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
に
準
じ
、

川
内
町

の
職
員
も
五
十
五
歳
昇
給
停
止
制

度
を
導
入
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
。

(
可
決
)

O
川
内
町
防
災
会
議
条
例
等
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

中
央
省
庁
等
改
革
の
た
め
の
国

の
行
政
組
織
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

。

(可
決
)

O
川
内
町
水
力
発
電
施
設
周
辺
地

域
交
付
金
基
金
設
置
条
例
の
制

{
疋
に
つ
い
て

水
力
発
電
施
設
の
設
置
に
よ
り

生
じ
た
自
然
環
境
又
は
生
活
環
境

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る

事
業
を
行

う
た
め

、

条
例
を
制
定
す
る
も
の

。

(
可
決
)

O
川
内
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の

管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

雇
用

・

能
力
開
発
機
構
法
が
成

立
し
、
雇
用
促
進
事
業
団
の

一
切

の
権
利
及
び
義
務
が

一雇
用
・
能
力

開
発
機
構
に
承
継
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い

、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

。

(可
決
)

O
平
成
十
二
年
度
地
域
戦
略
プ
ラ

ン
事
業
国
補
道
改
第
四
号
天
神

西
組
線
道
路
改
良
工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

(可
決
)

O
平
成
+
二
年
度
公
共
下
水
道
事

業
1
2
|

補
l

管
渠
工
事
③
請

負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

(可
決
)

補
正
予
算

O
平
成
十
二
年
度
川
内
町
一
般
会

計
補
正
予
算

(案
)

(可
決
)

O
平
成
十
二
年
度
川
内
町
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算

(案
)

(可
決
)

O
平
成
十
二
年
度
川
内
町
簡
易
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算

(案
)

(
可
決
)

O
平
成
十
二
年
度
川
内
町
公
共
下

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

(案
)

(可
決
)

O
平
成
十
二
年
度
川
内
町
介

護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

(案
)

(可
決
)

幸良

告

O
公
共
下
水
道
整
備
促
進
特
別
委

員
会
審
査
報
告

(中
間
)

O
温
泉
施
設
運
営
・
整
備
等
特
別

委
員
会
審
査
報
告

(中
間

)

O
地
域
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

審
査
報
告

(中
間

)

O
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
審

査
報
告

(中
間

)

O
合
併
検
討
特
別
委
員
会
審
査
報

告

(中
間
)

請
願
審
査

O
介
護
保
険
の
改
善
に
関
す
る
請

願
書

(
継
続
審
査)

O
輸
入
農
産
物
の
緊
急
輸
入
制
限

(セ
ー
フ
ガ
ー
ド

)
の
発
動
を
求

め
る
請
願

(採
択
)

議
員
発
議

O
川
内
町
議
会
会
議
規
則
の
左
横

書
き
実
施
に
伴
う
特
別
措
置
に

関
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

川
内
町
例
規
集
を
縦
書
き
か
ら

横
書
き
に
改
版
す
る
こ
と
に
伴
う

も
の
。

(
可
決)

O
愛
媛
県
立
宇
和
島
水
産
高
校
実

習
船
「
え
ひ
め
丸
」
の
米
原
子

力
潜
水
艦
と
の
衝
突
・
沈
没
事

故
に
関
す
る
決
議

「
え
ひ
め
丸
」
と
原
潜
「
グ
リ

ー
ン
ビ
ル

」
と
の
衝
突
沈
没
事
故

に
よ
る
行
方
不
明
者
の
徹
底
捜
索

と
「
え
ひ
め
丸
」
の
早
期
引
き
揚

げ
等
を
政
府
及
、
び
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
に
求
め
る
も
の

。

(可
決
)

O
食
糧
と
地
域
農
林
業
を
守
る
た

め
の
緊
急
対
策
を
求
め
る
意
見

室
田

輸
入
農
産
物
の
緊
急
輸
入
制
限

(セ
!
フ
ガ
l

ド
)
の
発
動
を
求

め
る

請
願
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
ネ
ギ
、
椎
茸

、

い
草
に
つ

い
て
の
セ
l

フ
ガ
ー
ド
の
発
動
と

地
域
農
林
業
を
守
る
た
め
万
全
の

対
策
の
確
保
を
国
に
求
め
る
も

の
。

(可
決
)

O
給
食
セ
ン

タ
ー
の
調
査
に
関
す

る
決
議

給
食
セ
ン
タ
ー
の

事
務
に
関
す

る
調
査
を
行
う
も
の
。

(否
決
)

議
会
構
成
が

変
わ
り
ま
し
た

マ
議
長
細
川

武

マ
副
議
長

田
井
能
園

マ
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

黒

河

副
委
員
長

白
戸

委
員

m
m
u

川

牛
九

ψ
松
山1

1
1

'

一
刊
以

池
川

守

三

棟

義

渡
部
伸

マ
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長

佐
伯
文

副
委
員
長

篠
森
清

委
員

酒
井
克

宇
和
川

光

田
井

木
林

盲
六

マ
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

菅
野
隆

副
委
員
長

野
中

委
員

梅
崎

白
井
能

片

山

栗
村

// 

'" ク// // ク

常
任
委
員
会
の
構
成
変
更
の
ほ

か
、

議
会
運
営
委
員

(
六人
)
の

正益園

2主

の
広報かわうち
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3月定例町議会報告

選
任
指
名

、

温
泉
郡
川
内
町
重
信

町
衛
生
組
合
議
会
議
員
(

三
人
)

の
選
挙

、

東
温
消
防
等
事
務
組
合

議
会
議
員
(
四
人
)
の
選
挙

、

特

別
委
員
の
補
充
選
任
指
名
が
行
わ

れ
ま
し

た
。

町長の動静

議
長
に細

川

武
雄

氏

(七
十

一
歳
)

議長

武

雄

細

JIf 

氏

副議長

田
井
能
園
男

氏

職員 とその家族の同和教育研修会

十全医療学院卒業式

清掃セ ンタ ー管理運営委員会

3 月定例町議会(第 l 日)

川内中学校卒業式

産業建設常任委員会
保健福祉常任委員会、 消防団役員会

総務文教常任委員会

3 月定例町議会(最終日)

土地開発公社理事会

松山地区広域市町村 圏協議会総会

川内浄化センタ 一通水式

教職員南I~任式、 温泉郡 11IT村会

辞令交付式

教職員着任式、 保健衛生実践会理事会

県i町村会評議委員会

温泉施設運営整備等特別委員会

東温高校入学式

川内中学校入学式

3/12 

3/13 

3/14 

3/16 

3/17 

3/19 

3/21 

3/22 

3/26 

3/28 

3/29 

3/30 
4/2 

4/5 

4/6 

4/9 

4/10 

口
住
所

川
内
町
大
字
南
方
七

三
二
番
地

口
職
業

曲
辰山古
来

口
略
歴

町

議
会
議
員
七
期

、

議
長

、

副

議
長

、

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

、

公
共
下
水
道
整
備
促
進
特

別
委
員

会
委
員
長

、

監
査
委
員

、

農
業
委

員
会
委
員

、

土
地
開
発
公
社
副
理

事
長
ほ
か

口
電
話

九
六
六
|
二
六

九
三

議会のうごき

リ

五
段
一
=文
二

百
悶
--2
n
E
F
I
L

田
井
能
園
男
氏

(
五十
七
歳
)

議長

保健福祉委員長

議長 ・ 運営委員

全議員

全議員

正 ・ 副議長 ・

総務文教委員

議長 ・ 産業建設委員

議長 ・ 保健福祉委員

総務文教委員
議長 ・ 校区議員

議長 ・保健福祉委員

議長 ・ 運営委員

全議員

議長 - 特別委員

温泉郡議長会

清掃セ ンター管理運営
芳己目ぷ〉、
-S<.R  74 

議会運営委員会

3 月 定例町議会(第 l 日)
議員全員協議会

川内中学校卒業式

3/12 

3/14 

Fhd

r
o

ウ
t

1

ム

1
4
1

よ

/
/
'
/
/
，
。
/
/
，

円
べu

n〈
d

円
ぺυ

理事

議長

口
住
所

北
方
甲
凹
七
七
番
地
六

口
職
業

会
社
役
員

口
略
歴

町
議
会
議
員
四
期
、
副
議
長

、

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長

、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

、

東
温
消
防
等
事
務

組
合
議
会
議

長
、
社
会
教
育
委
員
長

、

商
工
会

副
会
長

、

観
光
協
会
会
長
ほ
か

口
電
話

九
六
六

四

一
一
一

総務文教委員長

総務文教委員長

全議員

議長

議長

議長 ・ 特別委員

議長 ・ 校区議員

議長 ・ 総務文教委員

議長

産業建設'常任委員会

保健福祉常任委員会

総務文教常任委員会

IIIT内各小学校卒業式

川内保育閏卒園式

議会運営委員会

3 月定例町議会(最終 日 )

公共下水道整備促進
特別委員会

土地開発公社理事会

松山地区広域市町村 圏

協議会総会

社会教育委員会

給食セ ンタ 一運営委員会

川内浄化センタ一通水式

教職員離任式

教職員着任式

温泉施設運営整備等

特別委員会
問]内各小学校入学式

川内中学校入学式
愛媛十全医療学院入学式

3/19 

3/21 

3/22 

3/23 

3/24 

3/26 

3/28 

。

イシ

3/29 
3/30 
4/5 

4/6 

4/9 
4/10 

命
広報かわうち



はじめまして
地域子育て支援センターです!
川内町では、平成 13年度かうより一層細かい子育て支援ができるよう

専任職員 1 名を配置し、今まで実施してきた「子育て広場」に加え「育

児相談J íあおぞう広場J í子育て仲間づくり」などの事業を実施します。

どうぞお気軽にご利用ください。 なお、「子育て広場」に参加己希望の方

は準備の都合がありますので、 5月9日制までにご連絡ください。

あおぞう広場
保育園の園庭を開放します。親子で
園児と一緒に砂場や遊異で遊びまし

ょう。(専任職員がお待ちしています)

毎週金曜日9・00"-'11 :00 

雨天中止

育児相談
子育ての不安なことや悩み

の相談をお受けします。

お気軽にお電話ください。

(電話、面接 、 訪問)

9:00,,-, 17:00 

ア~

.・・・

• I目 :
.IL" . 
.==. • 
~ ~ 

: 》切~~凶制手 i
・ ~所得制限限度額を大幅に百|き上げ、 国zu，
: 支給対象を拡大します 1~/x' =司

: 平成13年 6 月 l 日 から児童手当の所得制限限度額が緩
和されます。 この所得制限の引き上げ川こより、今まで児

童手当を受給していない方も受給できる場合があります。

• • • • 

: 新たに認定請求する方は 、 5 月中に役場福祉課へ 「認

・ 定請求書」を提出してください。 他に「年金加入証明書」

: と「預金口座振替払依頼書j の提出 も 必要です。 平成13
f 年 1 月 1 日に川内町に住所が材、った人は、前住所地の :

ふ 「所得証明書J (前年分) が必要です。 .

・ 児童手当は認定請求した日の属する月の翌月から支給 :• 
. されます。 提出が遅れると遅れた分、 月 の手当が受けら ・

れません。 必ず 5 月末までに提出してください。 : 

•••••• 

厚生年金などの加入者の場合、 :
特例により以下の限度額が適 .

平成13年度所得制限限度額 周されます。 . 

• • • • • • • • • 
• • • 

扶養親族等 所得制限限度

の数 額 (万円)

0人 301.0 

1 人 339.0 

2人 377.0 

3人 415.0 

4人 453.0 
i:; ﾁ I1 Qオハ

扶養親族等 所得制限限度

の数 額 (万円 )

0人 460目。

1 人 498.0 

2人 536.0 

3人 574.0 

4人 612.0 
民 i t::i:;(� (� 

• I~/、 | τ <V' .'-' 11 oJ/ 、 V -.J V .V I • 
• ・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

-問い合わせ先

地誠子育て支援センタ一
川内保育園 (ft966-2288)
専任職員福田恵伊子

児童手当制度
福祉課 (ft966-2223 )

子育て
仲間づくり

サーク jレを作リたい

方 、入りたい方、お

手伝いします。

子育て広場
親子で一緒に遊んだり子育て

の楽しさや悩みなどを気軽にお

しゃべりし合いましょう。
会場...)1 1内保育園

日時月 1 回 9:00受付

9:30,,-, 11 :00 

./ "'-

平成13年度子育て広場年間計画表

5 / 1 9出 開会式、人形劇、小麦粉粘土

6 / 9 出 育児講座、親子で身体を使って遊ぼう

7 / 14出 講話、実技 「救命救急法」、プールで遊ぼう

8 / 11 出 プールで遊ぼう、水、砂、シャボン玉遊び

9 ハ出 手づくりおやつの紹介「みんなで食べようJ

10/ 1 3出 みんなで散歩しよう

11 /17出 ふれあい遊び、体育遊び(巧技台など )

1 2 / 1 出 手づくりおもちゃを作って遊ぼう

1 /1 2出 リズム遊ひ、紙芝居、井戸端会議

2 / 9 出 絵本の読み聞かせ、絵本の紹介、表現遊び

3 / 9 出 閉会式、パネルシアター、反省会

※都合により変更する場合があります。
※絵本の貸し出しをしています。
※行事にもご招待します。

命
広報かわうち



時

守主

人頭割 従量制

取 扱 f更槽月IJ 1 人 1 カ月 回数割
の基本料 料金 ( 1

18 リ ッ トル

ノ正ヘ、 目当た り)
にっ き

ホース延長 普通 240円 650円 160円

50m以下の
旧式'ヲE沼ZdE士コ、

(まる壷)
240円 350円 160円

ら
下
記
の
と
お
り
料
金
が
改
正
さ

れ
ま
す
。

現
在
の
し
尿
の
汲
取
り
料
金
は

平
成
六
年
に
改
正
さ
れ
、
既
に
七

年
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
問

、

諸
物
価
の
変
動
等
も

あ
り
、
平
成
十

三
年
七
月

一
日
か

0汲取り料金 (消費税別)

-
問
い
合
わ
せ
先

健
康
セ
ン
タ
ー

(宮
9
6
6

・
2

1

9

1

)

電気式生ごみ処理機の :
購入補助について : 
川 内町 では生ごみの減量化を図るため 、 生ごみ処 ・

: 理容器の購入補助を行っておりましたが、平成13年 :
: 5 月 l 日から電気式生ごみ処理機(以 下「処理機J) : 

・ についても補助対象となりますので、その概要をお f

. 知らせします。 ー
: 0補助対象者 : 

. 町内に居住していること(川内町に住民票を有す :
? る方)。 町内の一般家庭で処理機を使用すること。 :

ー 自己の責任において、処理機の適正な管理ができ ・

: ること 。 生ごみか ら できた堆肥の自 家処理に努め :
: ること 。

• 0補助の対象となる処理機
: 一般家庭から排出される生ごみを微生物の活動又 ・
: は乾燥装置により消滅させ、又は減量化させる 電 ・
. 気式の機器で、 業務用以外のもの。 : 

・ 0補助金の額

. 処理機本体の2分のlで20，000円を限度とし ます。
: ~ 0補助対象基数 . 

~3-'"'均__ 1 世帯につき 5 年間で l 基 : 

: aぞ開\浮輪詠 O問い合わせ先

~ぎを〉電電選挙〉/ 健一???7
・ ... D叫にヌマi- 二:;;;; .・

①
こ
の
表
で
計
算
し
た
金
額
に
五

%
(
消
費
税
)
を

加
え
た
金
額

が
汲
取
り

料
金
と
な
り
ま
す

。

②
人
頭
制
の
料
金
は
、
世
帯
人

員

に
よ
っ
て
一
カ
月
の
汲
取
り
料

金
が
決
ま
り
ま
す
。

③
従
量
制
は
、
不
特
定
多
数
の

方

が
利
用
さ
れ
る
施
設
に
お
い
て

汲
取
り
を
す
る
場
合
や
、
そ
の

他
不
定
期
に
汲
取
り
を
す
る
場

合
、
簡
易
水
洗
便
所
等
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

④
ホ
ー
ス
の
長
さ
が
五
十
メ
|

卜

ル
を
超
え
る
場
合
は
、
次
の
料

金
と
な
り
ま
す
。

普通の世帯割料金 650円→730円

人頭制

旧式の世帯割料金 350円→650円

従 量 制 18 リ ッ トル 160円→180円

⑤
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
は
、
普
通
便

槽
で
人
頭
制
の
適
用
に
な

り

ま

す
。

⑤
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
家

庭
の
浄
化
槽
清
掃
料
金
は
別
料

金
に
な
り
ま
す
。

0人頭制料金早見表 (ホース延長50m以下の場合の月額)

f~fî~ íJ ljマ l 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人

普通
円 円 円 円 円 円

934 1,186 1,438 1.690 1,942 2,194 

|日式
円 円 円 円 円 円

619 871 1,123 1.375 1,627 1,879 

※消費税 5 % を含む

ぬ

し尿収集許可業者

松山市東町"6丁目 5番5号
松山興業社

(公943-0996 )
※汲取りを希望される方は 、

直接許可業者に申し込んで
ください。



町
政

、 、執弘 ews
。

q 
句

国
保
・
老
保

医
療
費
を
大
切
に

1

す
す
め
よ
う

・
健
康
づく
り

1

「
一
人
ひ
と
り
が
健
康
管
理
に

努
め
る

こ
と

、

こ

れ
が
医
療
費
を

大
切
に
す
る
早
道
で
す
。

次
の
ポ
イ

ン
ト

を
参
考
に

、

健

康
な
毎
日
を

送
り
ま

し
ょ

う

。

寸
」

健
康
づ
く
り
を

戸
い
」心
が
け
ま
し
ょ
う

健
康
を
支
え
る
3

本
柱
「
栄
養
」

「
運
動
」
「休
養
」
に
気
を
配
り

、

病
気
を
寄
せ
つ
け
な
い
生
活
習
慣

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

。

コ
ゴ

定
期
健
診
を

に
じ

受
け
ま
し
ょ
う

健
診
は
、
病
気
の
早
期
発
見

・

早
期
治
療
に
役
立
ち

、

病
気
の
予

防
に
つ
な
が
る
ほ
か

、

健
康
状
態

を
継
続
的
に
チ

ェ
ッ

ク
で
き
る
メ

リ

ッ
ト

が
あ
り
ま
す

。

年
に

二
度
は
必
ず
受
診
し
ま
し

ト
み
、ペ
ノ。

『
川
」
か
か
り
つ
け
医
を

仁
じ

も
ち
ま
し
ょ
う

在せはりいてに態医 と日
でな 、 つるく 把 を療 て 常か
すいかけかれ握正にものか
。 存か医かてし確お大健り

い 切 康っ
て で 管け
もす理医

。 をを

あ ま すも
なたるっ
た 、 う こ

の 介 えと
状護では

『
叶
d
重
複
受
診
を

「
ト
」
や
め
ま
し
ょ
う

ひ
と
つ
の
病
気
で

、

複
数
の
お

医
者
さ
ん
に
か
か
っ
て
い

ま
せ
ん

か
?
「
重
複
受
診
」
は
医
療
費
の

ム
ダ
に
な
る
だ
け
で
な
く

、

か
ら

だ
に
と

っ

て
危
険
で
あ
る
場
合
も

あ
り
ま

す
。

合
理
的
な
受
診
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

介
護
保
険

介
護
保
険
Q
&
A

? 固 固
の介在 象住
取 誇 宅 に宅
り被で な改
付保生 り修
け険活 まは
なを; を す
ど京さ か保
簡 ζ れ。 険

易 ji る の
な vで要 対

住
宅
改
修
に
つ
い
て

、

保
険
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す

。

対
象
と
な
る
工
事
に
つ
い
て
は

①
手
す
り
の
取
り

付
け

②
床
段
差
の
解
消

①
滑
り
の
防

止
等
の
床
材
の
変
更

④
引
き
戸
等
へ
の

一扉
の
取
り
替
え

①
洋
式
便
器
等

へ
の
便
器
の
取
り

法
百、え

な
ど
が
あ
り
、
原
則
と
し
て

一
生

涯
で
却
万
円
が
限
度
と

な

っ
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は

、

担
当
の
ケ
ア

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

若
し
く
は
役
場

介

護
保
険
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・
・
・
介
護
用
品
に
も
保
険
は
適

・
圃
.
‘
圃
圃

・
・
圃
用
さ
れ
ま
す
か

-問い合わせ先

国保・老保・介護保陵・もよおし

…・・福祉課 (n966-2223 )

くらし………総 務 課 (合 966-2222)

図書.. . .・ H ・- 一・ 中央公民館 (n966-472 1 )

広報かわうち

新
刊
案
内

藤
田
紘

一
郎
著

イヌやネコ 、 ト リ などからうつる病
気を解説し、 ヒトと動物が楽しく生活
するためのポイントを紹介する。

イ
ヌ
か
ら
ネ
コ
か
ら

伝
染
る
ん
で
す

ゆ
伝
譲
る
ん
で
す

…
一地

4
1
 

ぬ



-
・
・

保
険
で
対
象
と
な
る
介
護

・
園

用
品
に
は
、

貸
与
(
レ
ン

タ
ル
)
と
購
入
の
対
象
用
品
が
あ

り

ま
す
。

貸
与
の
対
象
用
品
は

、

日
常
生
活
の
便
宜
を
図
る
た
め
の

用
具
及
、
ぴ
機能
訓
練
の
た
め
の

用

具
等

、

要
介
護
者
の
日
常
生
活
の

自
立
を

助
け
る
も
の

、

例
え
ば
車

椅
子

・

電
動
ベ
ッ

ド
、
歩
行
器

・

歩
行
補
助
杖
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
購
入
の
対
象
用
品
は
、

貸
与
に
は
な
じ
ま
な
い
入
浴
や
排

他
の
た
め
の
用
具
と
し
て
、
ポ

ー

タ
ブ
ル
ト
イ
レ
・
特
殊
尿
器

・

入

浴
補
助
用
具
な
ど
が
あ
り
、
年
間

で
叩
万
円
が
限
度
と
な

っ
て
い
ま

す
。詳

し
く
は

、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

若
し
く
は
役
場
介

護
保

険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、

。

'V
 

.

.

 施
設
へ
の
入
所
依
頼
は
、

・
・
・
ど
こ
に
す
れ
ば
い
い
の
で

す
か
。

-
E

直
接
ご
希
望
の
施
設
へ
入

.

.

.
 所
依
頼
を
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
施
行
前

に
お
い
て
は

、

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
へ
の
入
所
依
頼
は

、

本
人

、

家
族
に
代
わ
っ
て
町
が
施
設
へ
依

頼
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、

介
護
保
険
制

度
へ
の
移
行
に

伴

い
、
特
別
養
護
老
人
ホ
l

ム
、
老

人
保
健
施
設
を
含
む
介
護
保
険
施

設
へ
の
入
所
に
つ
い
て
は

、

施
設

へ
直
接
申
し
込
む
こ
と
と
な
り

ま

し
た
。く

ち
し

大
切
な
財
産
を

守
る
の

は
あ
な
た

自
身
で
す

O
悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
の
5

カ
条

①
う
ま
い
話
に
ご
用
心

う
ま
い
話
は
ま
ず
な
い
と
思
っ

て
く
だ
さ
い

。

「
あ
な
た
だ
け

特
別
に
:
・

」
は
だ
れ
に
で
も
言

っ
て
ま
す
。

②
は
っ

き
り
言
お
う
「
い
り
ま
せ

ん
」

相
手
は
プ
ロ
で
す
。

中

途
半
端

な
態
度
が
い
ち
ば
ん
危
険
で
す
勺

特
に
「
結
構
で
す
」
と
い
う
答

え
方
は
肯
定
の

意
味
に
も
と
ら

れ
か
ね
ま
せ
ん
。

③
説
明
内
容
は
書
面
で
確
認

説
明
内
容
は
契
約
書
面
に
記
載

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

確
認
す

る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
日
一
」
ろ
の
備
え
が
自
分
を
救
う

悪
質
業
者
は
次
に
あ
な
た
を
ね

ら

っ

て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ

ん
。

日
ご
ろ
か
ら
被
害
防
止
対

策
を
考
え
て

お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

⑤
お
か
し
い
な
と
思

っ

た
ら
早
め

-
』
卑
注
刃心

t
b
E
H
H
-一=
ロ

不
審
に
思
っ
た
場
合
は
早
め

に
近
く
の
警
察
や
消
費
者
相

談
の
窓
口
な
ど
に
相
談
し
ま

し
ょ
う

。

契
約
後
で
も
ク
|

リ
ン
グ
・

オ
フ
(
無
条
件
解

除
)
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

も
よ
お
し

100~ト
万 Q

さ
人 レ
達示
成 、流

イ 館;
べ八
ン 館
卜 者

土
寸

4

月
お
日

(土
)

午
前
叩
時
1

午
後
3

時

口
場
所

川
内
町
ふ
る
さ
と
交
流
館

口
イ

ベ
ン
ト
内
容

か
わ
う
ち
交
流

市
場
、
『
夢童
』

の
太
鼓
演
奏
(午
後
l

時
予
定
)、

記
念
餅
ま
き

(午
前
日
時

・

午

後
l

時
予
定

)、

ち
び
っ

こ
風

船
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
俳
句

・
川
柳

の
短
冊

展
示
、
埋
蔵
文
化
財
展

示
ほ
か

口
日来

館
者
一
O
O
万
人
目

と

な
っ
た

左
京
理
富
山
さ
んと
長
女
章
子
さ
ん
、

二
女
真
美
さ
ん
O

耳口
三E

水

青
来
有
二
者

(
芥川
賞
受
賞
作
)

主
s 水

プ
ラ
ナ
リ
ア

山
本

文
緒
著

(直
木
賞
受
賞

作
)

行
歳
の

テ
ン
カ
ウ
ン
ト

JL 
)[1 

正
憲
著

「父」はなぜ「聖水」などを信じたの
か。 ス パーの経営権をめぐって繰り
広げられる暗闘。

乳がんの手術以来何をするのもかっ
たるい25歳の春香。 この洞窟 トンネル
の出口は、どこにあるつ

地下鉄日比谷線の脱線衝突事故で人生を絶た
れた高校生。 エ リ ー ト校に通いながらボクサ
を目指した彼の短く熱い青春ドキュメン卜。

命
広報かわうち



平
成
句
年
度
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

教
職
員
名
簿

O
川
内
中
学
校

校
長

ル
Y
A
T

向
口
(

虫
ザ

一口
五

時
孔
ム

則

合
一
寸
ニ
三

日

旧西大和枝日向井橘高 小 宮清 三
須
賀 川 田 家嶋

{圭隆良

同
目
ハ

夫子敏

好
幸
正
記
幸
子
聖
美
浩
美

日
出
子

直
正
孝
典
里
香

// // // 

中原野 田 音11 野井上

// // 今 1/ 1/ // // 

(敬
称
略
)

// // // // // // // ク

前専養

門 張。
師 員諭

-ク

校
務
員

綾子、
石木石高谷中上大椛立岡竹 j青 山

水下 川 瀬尾平 岡 西本花本 内 水内

清明健克典美知智英卓理英直寛
太

一 子郎己子佐子子樹実恵司 美子

徹、美加、渡部

浩美

。着任 さ れた先生方

(後列左から )

山内 貢、友近久美、 片岡

前1 11荷ななえ、 山内 弘子

(前列左か ら )

萩山 雅彦、池田

田井良子、渡部

O
川
上
小
学
校

校
長
教
頭

吟
1
4

別

j

i
 

学主養
校護ん
栄教ソ

養任諭
JI払
貝

山 高大浅 山 家高 相池 橋今河柱| 二 波渡 池 山 片津河森大芝安曽 i度土和松野乃 i度
我

井部部居 田 末口万部

// // // // // // // // // // // // // // /" // イシ// '� // // 

講

師

校
務

員

O
東
谷
小
学
校

校
長
教
頭

菅
野

高
須
賀 ll-ﾌ' 

千富丈 j告綾八隆有11 元恒輝節 元真喜桂若手
千知| 久

三 枚 雪 加l 志 郎 美穂 |導 力日 子 II~J. 二 子 代 二 子子 治 美美緑子子子子志 徹

久田原田本井野原千111 部部閉本阿 川 野

周和 j栄 美 祐互直美

下瀬野岡内

弘
子

恵
美
子

健
司

止
口
九

川

・

7

7

建
子

恵 j乱
美
子子

時
1
4

削

4

1

 

んγペシ// // 

0 
教教校 西 校講専養

宗 務 門襲。
諭頭長 学 員 師 員諭

校

// // // 

講主養
謎 ム
教 γ

師任諭

名花渡大谷波 山 友和大田
井

本

田

高
須
賀

佐
々
木

Z
モ

4入

4旧
民

，

寸
吋

回
引
町

渡
部
前
崎
渡
退

去

U

1

4
 

重

松 越 山 部野 川 部 内 近 田 塚

久 利 宏

0 
教 主園 川 校
ク任 上 務
教 幼 17]

諭 諭長 稚 員
園

長
曽
我
部

谷 ~:Iニ桑菅近視菅 田

能 木森本本 田 良

ノ
ブ
子

千

秋向
山
山

由
美
子

智
子

一
二
三

由

梨

ζ
 
哲男美耳

目ハ

仔
正

-
一

収
4
4

」
-
-
フ

止
口
九
市
ヨ
ぃ
L

J
Z
-J
h
ノI

，

k
，
a

由

美

仲川崎
ム
ロ

ョ目
、
ー

さ
お
り

敏

明

良

子

隆

彦

釆
ん
宣
回

し
の
ぶ

智
子

和

恵

謙
吾

な
な
え

宏
子
雄
彦

由
名
央

商
寸ナ

目。

務
係

杉長戒青篠 岡 高門吉

// 

O
東
谷
幼
稚
園

園
長
副
園
長

崎
人

ム
削

4
4臼
7

2
=刊
H

O
西
省
幼
稚
園

園
長
主
任
教
諭

昨
火
ム

川

均
め
づ

三
日

原

キ
シ
子

」二 原里子

史玲恵、 j乱

藤田 illI' ~:Iニ

恵保み良
ほ

子恵子子

役
場
職
員
配
置

」一
日
川
川
県
内
烹
ボ

I
1
f
 

/
 

/
 

回八大

中木西

道貞美 flfJ

(四
月

一
日
現
在
)

徳信勉

調
整
係
長

O
町
長

O
助
役

O
収
入
役

マ
総
務
課

課
長
藤
原
弘

主
幹
大
石
秀
輝

課
長
補
佐
兼
財
政

・

管
財
係
長

林
宏
保

謀
長
補
佐
兼
庶
務
係
長

白

戸

青

野

佐
伯

桑

ク
杉

財
政

・

管
財
係

近

専
門
員
広
報
係
長近、，

〆

// 

一
、
『
n
w件
p
h，
、hド

H
μ
4
Z1
応
ν

マ
企
画
調
整
課

課
長
杉

専
門
員
企
画
係
長〆

\

，

叶
川
什

近

I IVL 一 隆

原 j京

慎相 l

郎 宏

l事

秀

'̂- -/4-

窟 JJ祭

彩 日百

原藤田

BH 

繁
子
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企
画
・
調
整
係

佐

}II 

マ
税
務
課

課
長
菅
野

課
長
補
佐
近
藤

課
長
補
佐
兼
税

務
係
長

坂
本

専
門
員
徴
収
係
長路

民
十
爪'

'

サ
斤I一

一

、

、

M
f
戸

リ
兄
永
刀
ず
品
小

千
寸A'
Z
A
d
J
ql

ム
ゲ

本宮

ク

マ
福
祉
課

課
長
桑
原
重

謀
長
補
佐
野
口

泰

課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長

渡
部
通

専
門
員
福
祉
係
長池

川

史

百
聞
止
系

同

事

h
羽
生
町
子

T
4
{

:
l

f

」
ニ

-J
J

ク
高
須
義
春

介
護
保
険
係
渡
部
光
温

ク

小

倉
晋

専
門
員
保
険
係
長菅

野

尚

某
質
系
丘
能

川刀

イ
l

u

ト

ィ

i

-E

J

ク
名
越

利

ク

高
橋
美

専
門
員
戸
籍
係
長応

又
吠
巾

主
向

。

Z

E

f

戸
籍
係

大
石
蹟

ク
佐
伯
裕

マ
川
内
町
ふ
る
さ
と
交
流
館

館
長
大
西

マ
福
祉
館

福
祉
主
事

マ
産
業
課

課
長

町'

中

松

末

tl~ 勝睦憲則 美 和光f冗俊

謀
長
補
佐

υ来
商
工
観
光
係
長

高
須
賀
哲

課
長
補
佐
兼
農
林
土
木
係
長

佐
伯
善

産
業
振
興
係
長

渡

産
業
振
興
係
宮

ん
ソ
洞
口

，

4R
什l

農
林
土
木
係
黒

ク
渡
ムヅ

官同

。

誕
百

専
門
員
換
地
係
長古同

マ
建
設
課

叩
木

言
文
#
租
←

ワ

-
一=
n
E

サ
1

9

F
7
中

-
ノ

技
幹

菅
野

謀
長
補
佐
(
県
派
遣
)

真

鍋

課
長
補
佐
兼
建
築
係
長

菅
野
政
博

謀
長
補
佐
兼
建
設
係
長
兼
地
域

改
善
対
策
係
長

高
木

建
設
係
森
松

。
越

知
目
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東

ク

宇
和
川

専
門
員
登
記
係
長大は

は

之志俊一 香子長
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J日 東L~I:. IlifL 江美 人美づ十子

登
記
係

マ
水
道
課

課
長

課
長
補
佐

水
道
係
長

水
道
係

下
水
道
係
長

下
水
道
係

千合子彦

河渡武渋大戒

市部 川 原脇部須ヂ|ニ窪端部智谷野能

智大直博秀美啓心光久明克泰 |監仁秀:篤重徳祐
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下
水
道
係

マ
国
土
調
査
課

課
長
菅

謀
長
補
佐
篠

田
土
調
査
係
長

藤
田

高
須
賀

桑
原
戒
能

イ申久 祐樹 幸 利穂 二

国
土
調
査
係

マ
専 出 出
門 納 納 ク
員室 室
出 長
納補
係佐

今長田

均三 男

マ
健
康
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ

ー
長
波

専
門
員
係
長
菅

主
任
主
事

近

マ
保
健
セ
ン
タ
ー

所
長
(
兼
)
渡

係
長
(
保
健
婦
)
、
氷

主
任
主
事
(
兼
)近口

M
M

両近

夫広敏司子志

口
禾
建
需

{
{
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んソ

栄
養
士

マ
清
掃
セ
ン
タ
ー

所
長
(
兼

)

主
事

マ
保
育
園

園
長

副
園
長

保
育
士

紀明 二 徹 学 茂昭

'" '" 

橋1'J 13' 渡高
須
賀

渡
部
福
田

{
子
古
同

矛
同

lF, 戸
、、

→
ノ

本森野

俊耕修明良

:):1ニ

山
浮

ヂ|ニ

呂昭
義

美
野
里

大
作

Jlï，~ 野部

洋 昭

tJA 藤 村 原藤

千阿千律大
津由
子美春 代作

万 J底 部

正昭
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子恒

恵
伊
子

宮
田
章
回
宙
心

美
歩
子

4美
大
ず小
子

澄

武口:

保
育
士

。

用
務
員

ん
ツ

マ
議
会
事
務
局

事
務
局
長
武
智

書
記

地
頭
江

マ
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
長
篠
原

学
事
J課
長

小

倉

学
事
係
長
高
須
賀

学
事
係

渡
部

英
語
指
導
助
手

ク
ラ
ウ
ス

・

テ
ィ

l

タ
l

・
オ
ル
ト

教
育
相
談
員
(
兼
)

F
ζ

w
hμ

一
，

ヨ

仏

、
占
的
立
口

t
p
c
h

こ
こ
ろ
の
教
育
相
談
員

野
首
恒
明

ク
酒
井

孝

ク
渡
部
良
温

ク
高
須
賀

一

恵

ク
本
旧
知
嗣

ク
渡
部
英
陸

。
近
藤
キ
サ
子

社
会
教
育
課
長

永
田
栄
新

課
長
補
佐
兼
社
会
教
育

係
長
兼

社
会
体
育
係
長
兼
文

化
係
長

池

川

秀
敏

社
会
教
育
係

菅
野
美
香

社
会
体
育
係
近
藤
和
明

文
化
係
樋
口
康
裕

社
会
教
育
指

導
員
(
非
常
勤
)

高
須
賀

一

恵

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
長
(
非
常
勤
)

渡
部
英
隆

力[1 i度浅片

藤部野 UJ

康 IIJ年 幸み
よ

子子子り

明 貢児治 美 記

キ日 i羊出会広主主 龍

子義尚直 義

マ
補
導
セ
ン
タ
ー

所
長

原

青巨

f産

美 一美一宏 純島
常
巾
ぃ

壬
九
ザ

主
任
書
記

マ
農
業
委
員
会

事
務
局
長

越

智

事
務
職
員
白
石

マ
中
央
公
民
館
長
(
兼
)

篠
原
龍

マ
体
育
セ
ン
タ
ー
所
長
(
兼
)

篠
原
龍

O
人
事

マ
退
職

さ
一月
三
十

一
日
付
)

川
上
幼
稚
園
丹
亜
希
子

マ
新
採
用

(
四月

一
日
付
)

産
業
謀
菅
智

給
食
セ
ン
タ
ー

回心
山
山

主
円

事
務
局
長
(
兼
)永

社
会
教
育
指
導
員本

マ
給
食
セ
ン
タ
ー

所

長
桑

調
理
員
(主
任
)
大

ク

(
副
主任
)因

。
近
。
ベ
ム

石

// // 

マ
監
査
委
員

書
記
(
兼
)
武
川
白

書
記
補
(
兼
)
地
頭
江

マ
選
挙
管
理
委
員
会

書
記
長
(
兼
)
藤

書
記
長
補
佐
(
兼
)

内
口

春
日

川
上
幼
稚
園

ク

田圧|中 谷 山下 }j?'~ 中西原j京!J!]"戸木能中

栄長日寛千松琴文ゆ幸常

士盟美美子子子夫

平日 i羊由
，

,at, 中
川叩
『十

・
な
だcさ

一由寛

三 梨士 新

広報かわうち

日司
ι
4コ
、

」d
プ弘

会

高i~キI~久



一一トぐ罫
空手世界大会で | 習量磁議盛正
渡部耕士くんが

優勝 芸
予
地
震

震
鹿
5

弱

3 月 23 日 . 24 日、アメリカのニュ ーヨ ーク

で開催されたW.T.K.O空手世界大会 (World

Traditional Karate Championship) に i度部耕ゴご

くん (川上小 5 年) が出場。

組手 ( 10~ 11歳 ・ 上級の部) で優勝、また型

(l0~ 11歳 ・ 上級の部) でも準優勝し 、 金 ・ 銀

のメダルを獲得しました。

3 月 24 日、安芸灘を震源とする“芸予地震" が

発生し、県下各地に震災をもた ら しました。

川 内 IUy でも、 震度 5 弱を記録。 IIIT内各所で家屋

の一部損壊や石垣の崩落などの被害がありました。

10 11 13 

.芸予地震被害状況 ( 4 月 3 日現在)

- 家屋一部損壊 3 棟 ・|折水 11件

- 石垣等の一部崩落 4 件 - 学校施設一部損壊 l 件

・ がけ崩れ等 7 件 ・ 農地農業用施設被害

- 道路陥没 l 件 (ため池) 2 件

第 9 田川内バレーボール
チャンビオン大会

@ ノj、野 クラブ

JI I 内クラブA

J II 内 クラブ B

参加チーム

0優勝

。準優勝

。第 3 位

第 4 回川内町レクリ工ーション
バレーボール大会

@ -一般の部 ( 3 チーム参加)

優勝 K . T .M . J II 内

準優勝九番'S

10チーム

広報かわうち

ぬ

-女性の部 (15チーム参加)

優勝 SMAPPY

準優勝 川内クラブ
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!IIJの天然記念物の源太桜が色づきはじめた 4 月 l 日、源太 / 

桜まつりが土谷で行われました。

主会場の土谷公民館から源太桜まで歩く“源太桜ウオーク"

では、源太桜近くに設けられた茶屋で甘酒が振舞われ、 参加

者は、樹齢300年以上の桜の巨木を観賞しました。

このほか公民館では、川上小学校和太鼓集団「夢童」の太

鼓演奏やカラオケ大会、バザーなどが行われにぎわいました。

源
太

つ桜

ふ
守
A
m

源
太
桜
ま
つ
り
投
句
秀
句

池
川

鯛
谷

甘
酒
を
い
た
だ
き
源
太
桜
か
な

松
浦
恵
美
子

今
日
も

来
た
源
太
桜
の
お
祭
に菅

野
清
志

杉
木
立
ぬ
け
れ
ば
ぱ
っ

と
紅
桜

ま
さ
か
ず

振
り
返
り
源
太
桜
と
別
れ
け
り

広
明

ふ
り
返
り
ふ
り
返
り
見
て

花
惜
し
む

和
田
波
奈
子

初
孫
と
源
太
の
桜
見
上
げ
た
り

土
谷

ま
さ
を
な
る
空
に
聾
ゆ
る

山
桜

一
旦岡山
領

OJ I !上幼稚園入国式

入
園
・
入
学

お
め
で
と
う

選令

。東谷小学校入学式

広報かわうち

18名

40名

3名

10名

E'Jj軍司自阪調

川内保育園

川上幼稚園

東昔幼稚園

西谷幼稚園

4/6 

4/11 

116名

。川内中学校入学式

会

E図書
4/10 

川内中学校

91 名

15名

16名

E窟ヨ
4/9 

川上小学校

東奇小学校

西谷小学校



「みんなのひろばJ :に耳寄りな情報をお寄せください。

満 1 歳おめでとうのコーナーでは、 6 月生まれの満 1

歳児を募集します。 5 月 8 日までに役場総務課広報係

(公966-2222) へ写真とコメン トをお寄せください。

みんなで楽しん
でみませんか

~初心者大歓迎です~

「俳句」⑨ 
ぼたん祭り
-日時 4 月 29 日 (日)

.場所 井内北間パス停を左

・内容 バーベキュー、地元

農産物の即売、やぐらもちつ

き 、 琴の演奏など

俳
句第 2 日曜日 午後 l 時~ 4 時

川内町中央公民館

- 中央公民館 (fi966-4721) 
・戒能多喜 (包966-3096)

-日時
・場所

・申込先

ぺ瓦\滑川ためとも祭。
\ ン卜)) 5 月 5 日出

午前 9 1l寺~

・場所 滑川生活改善センタ ー

O滑川ため とも祭 り ほか
廿 z曾宵..dfII'、、

ヘ s ・内容 もちまき、野だて、つ

りほり、弓の試射、バーベキュ

ー、滑川ふるさと産品即売ほか

.問い合わせ ・ チケッ ト購入先

宮966-5224 (光明寺 ・ 内田)

又は、役場 (企966-2222) まで

-日時

川内町テニス教室生

⑧ -日時
第 l 回目 平成13年 5 月 12 日出

第 2 回目 平成13年 5 月 19 日 比)

両日とも午後 2 時~午後 4 時

・場所川内町南方

四国乳業仕掛敷地内、テニスコー ト

・参加資格 川内町に在住又は、勤務している方で

小学校4年生以上の方 (小学生については、保護者

同伴のこと )

・定員 25名 (出来るだけ、 2 日間とも 参加できる方)

・内容 硬式テニスの基本から中級まで

・参加費 無料
・申込み友び、問い合わせ先

川内町教育委員会 社会教育課 (fi966-472 1 ) まで

ふ
・
入
i
r合

表
川
吟
社
四
月
例
会
報

母
の
忌
や
少
し
ば
か
り
の
蓬
摘
む

暖
か
や
路
上
ラ
イ
ブ
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン

着
飾
り
て
夢
膨
ら
め
り
卒
業
子

一
面
の
土
筆
に
指
も
弾
み
け
り

姉
妹
揃
ふ
生

家
や
桜
餅

一
枝
を
墓
に
手
向
け
し
初
桜

行
儀
良
く
菜
の
花
咲
き
ぬ
川
の
土
手

ま
だ
知
ら
ぬ
空
の
広
さ
や
巣
立
鳥

荒
寺
に
二
百
年
と
や
薮
椿

春
の
空
大
師
の
堂

一に
鎌
の
音

濡
れ
縁
に
憩
ふ
館
や
匂
い
鳥

早
春
や
光
の
中

に
風
あ
り
て

天
突
け
る
古
木
の
梅
の
八
分
咲
き

人
里
を
離
れ
し
古
利
玉
椿

一
声
は
春
の
訪
ひ
梢
か
な

竹
筒
に
活
け
し

一
輪
椿
か
な

盛
衰
の
寺
の
境
内
椿
咲
く

石
鎚
に
続
く
連
山
春
の
色

池
川
鯛
火口

渡
部
て
る
み

戒
能

山
州
市皮

,aq
EE
1w'

i 

菅
野

広報かわうち
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多
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淑
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吋
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」
守
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LE
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笹
子

美
岬

宇
和
川
春
鳥

八
重

ぬ

青
野

河
原

宇
和
川
悠
起

中日
原

菅
野

野
中

呂
d崎

近
藤

領
rムー，

渇え

和
田

渡
部

山
田
川川

汀
子

千刀
子

美
代

加
寿

J陸
路

市
女

世
津準

五
月

蜘
谷
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養
蚕
業
の
盛
衰

川
内
町
の
養
蚕
業
は

、

県
の
奨
励
も
あ
り
、
明

治
中
頃
か
ら
大
正
に
か
け
て

山
間
地
を
中
心

に
盛

ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し

、

昭
和
に
入
り
、
昭

和
五
年
の
生
糸
の

大
暴
落
や
戦
後
の

化
学
繊
維
の
出
現
に
よ
り

、

徐
々
に
衰
退
し
て
ゆ
き
ま
し
た

。

こ
の
写
真
は
、
大
正
十

四
年
養
蚕
室
を
建
て
た

時
の
写
真
で
す
が

、

左
の
本
家
よ
り
大
き
な

養
蚕

室
と
な
っ
て
お
り

、

当
時
の
盛
況
ぶ
り
が
わ
か
り

ま
す
。

(
写
真提
供

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す

。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご

一
報
を
f

婦人会から

西
部且

新役員も出そろい、春風に 11札をあげて 、 平成

13年度婦人会丸が出発しました。 今年も どうか

よろしくお願い申し上げます。

川
柳
も
づ
く
吟
社
四
月
例
会
報

ロ
間
瀬
喜
撰
亭

望
郷
へ
摘
ん
だ
レ
ン
ゲ
の
首
飾
り

高
岡

飾
り
気
は
要
ら
ぬ
長
屋
の
お
付
き
合
い

岡
本

本
家
か
ら
廊
下
伝
い
の
隠
居
部
屋

篠
森
美
登
里

代
替
り
本
家
に
寄
ら
ず
墓
参
り

大
西

古
文
書
に
厳
然
と
座
す
水
利
権

マ
V
J
1

m
Z
A
叶

縁
談
の
引
き

合
い
に
出
る
本
家
筋

平
岡

包
装
紙
創
業
年
も
書
く
本
家

大
島

世
界
記
録
出
し
て
明
日
か
ら
追
わ
れ
る
身
高
瀬
喜
撰
亭

111 

光
生
さ
ん
)

爽
や
か

六
月
二
日
午
後
七
時
三

十
分

中
央
公
民
館

埋
め
る
鏡

0 5 月歩こう会(塩ケ森ウオーク)

5 月 27 日(日) 8 時30分

中央公民館玄関前に集合

4 月の1ft{ケ森ウオークでは、 26名が参加。 桜

の美 しさを誉め誉め、 心さわやかに体を動かし

終えました。 野すみれ、シ ャクナゲにも心おど

りました。 I:~I腹までは隊を荘| み 、 その後はそれ

ぞれに三 、 三 、 五、五楽しんで帰りました 。

(ああ、楽しかったー )

0 5 月ポカシづくり

5 月 27 日 ( 日 ) 午後 7 時30分より

中央公民館大ホールにて

お誘い合わせてご参加| くださ し、 。

O日赤募金

5 月末日までです。 お 世話をおかけしますが

よろしくお願い申します。

※桜の園、産業道路の花壇がみごとに開花。

わざわざ見に行き 、花々と 対話して来ました。

次はどんな花が咲くか楽しみです。 作業お世話

になりました。
選

紫
温

武
士

辰
夫

友
親

1朱
舟実

命
広報かわうち



インフォメーション

募

集

老
人
・
病
人
介
護

技
術
講
習
会

口
対
象

就
業
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目

老
人

・
病
人
介
護
(
釘
訴
山ルパ
1

)

口
日
時

6

月

6

日

附
1

7

月
日
日

幽
ま

で
の
聞
の

む
日

(土
、
日

曜
、

及
び
祝
日
を
除
く

)、
9

時
か

ら

打
時
ま
で

口
会
場

松
山
市
山
越
町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
定
員
・
受
講
料

却
名

・

無
料

(教
材
費
自
己
負

担
)

口
主
催

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
受
付
期
間

5

月
国
日

ω
1

5

月
国
日

幽

口
申
込
方
法

印
か
ん
持
参
の
う
え

、

愛
媛
県

女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

(2
9
2

3

・
2
2
0

1

)
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
毛

糸
棒
針
編
講
習
会
も
あ
り
ま
す
。

平
成
U
年

歌
会
始
詠
進
歌

口
お
題「春

」

口
詠
進
要
領

・

お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短

歌
で

一
人

一
首
(
未
発
表
の
も

の
に
限
る

)

・

用
紙
は
、
半
紙
(
習
字
用
の
半

紙
)
と
し

、

毛
筆
で
自
書
し
て

く
だ
さ
い
。

・

書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半

分
に
郵
便
番
号

、

住
所
、
電
話

番
号
、
氏
名
(
本
名

、

ふ
り
が

な
っ
き

)、
生
年
月
日
及
び
職

業
を
縦
書
き
で
書
い
て
く
だ
さ

、

。

・ν

お
題

春(1
山
祈
リ

干
住
所

氏す 電
名t 話
本
?王生

年
月
日

職
業

口
一詠
進
の
期
間

9

月
初
日
ま
で

口
郵
便
の
あ
て
先

「一T
l

o
o

-
8

1
1
1

宮
内

庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と

書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

口
問
い
合
わ
せ
先

直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て

、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書

き

、

返
信
用
切
手
を
は
っ

た
封

筒
を
添
え
て
、
9

月
初
日
ま
で

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ぺ
|

ジ

}

U
z
-
-\
\当
者
名

・
一戸E
m
-
-n
U
0・m
0
・

」
む\
H
N\仏
]FN
I
C
ω一μ
t
d
J
H

本目

E炎

人
権
相
談
所

土
寸

円
H
U
F

5

月
2

日

附

午
後
l

時
か
ら
4

時
ま
で

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争
、
借
地

・

借
家
、
児

童
・

生
徒
の
い
じ
め

・
体
罰

、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員

、

口
日

人
権
擁
護
委
員

t 

い
じ
め
・
な
や
み

等
の
教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月
・
火

・

水
・

金
曜
日

午
前
8

時
泊
分
1

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館

2

階教
育
相
談
室

口
内
容

い
じ
め

・

不
登
校

・

学
業
不
振

等
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
、

本
人
ま
た
は
保
護
者

・
関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

口
電
話
相
談

包
9
6
6

・

6
1
5
0

子
ど
も
の
日
記
念

無
料
法
律
相
談

口
日
時

5

月
ロ
日

ω

午
前
日
時
か
ら
正
午
ま
で

午
後
l

時
か
ら
3

時
ま
で

口
場
所

愛
媛
弁
護
士
会
館

広報かわうち
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口
内
容

担
当
弁
護
士
数
人
が
常
駐
し
、

電
話
相
談
に
応
じ
る
。

(面
接
相
談
も
可
)

口
相
談
料

無
料

口
相
談
電
話

2
9
4
1

・
6
2
5
5

も
よ
お
し

四
国
情
報
通
信
フ
ェ
ア

つ
ω
ハ
U
ハ
U
1
1

土
寸

口
H

5

月
ロ
日

出
か
ら

5

月
日
日

間

ま
で
の
2

日
間
、
午
前
山
時
か

ら

午
後
5

時
ま
で

(た
だ
し
、

2

日
目
は
午
後
4

時
ま
で

)

口
場
所

松
山
市
総
合
コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
セ

口
日/ 

タ

インフォメーション

口
内

容

「I
T

が
も
た
ら

す
豊
か
な
四

国
の
情
報
教
育
と
福
祉
」
と
題

し
て

、
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
講
演
会
、
各
種
展
示
、

イ
ン
タ

ー

ネ

ッ

ト
体
験
パ
ソ
コ

ン
教
室

、

高
齢
者

子
育
て

マ
マ
の

パ
ソ
コ
ン
教
室

、

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
教
室
な
ど

(入

場
無
料
)

口
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
四
国
総
合
通
信
局
情
報

通
信
振
興
課

(宮
9
3
6

・
5

0
6
1
)
 

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

平
成
日
年
度
自
動
車
税

の
納
期
限
は
?

平
成
日
年

度
自
動
車
税
の
納
期

限
は
5

月
白
日

附
で
す
。

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
地
方
局
課
税
第
2

謀

(2

9
4
1

・

1
1
1
1

内
線
3
4

9

ま
た
は

3
5
1

「
外
衣
・
シ
ャ
ツ
」最
低

工
賃
改
正
の
お
知
ら
せ

平
成
日
年
4

月
叩
日
か
ら

、

外

衣
・

シ
ャ

ツ
製
造
業
の
家
内
労
働

(内
職
)者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る

最
低
工
賃
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
工
賃

が
適
用
さ
れ
る
の
は

男
子
及
び
婦
人
既
製
服
の
ボ
タ
ン

付
け
、
糸
く
ず
取
り

な
ど
四
工
程

で
す
。

詳
し
く
は
、

愛
媛
労
働
局

(E

9
3
5

・

5
2
0
0

)
ま
で
。

愛
媛
県
指
定
標
準
米
の

設
定
内
容
の
変
更

愛
媛
県
で
は
「
愛
媛
県
指
定
標

準
米
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
日
年
4

月
1

日
か
ら

次
の
と

お
り
そ
の
内
容
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区 分 変更前 変 更 後

目安価絡 3 ， 37 5 円/ 1 0kg 3 ， 325円/ 1 0kg

3 類相当品種 30% 3 類相当品種・ ・30%
(あき たこまち、こいごころ 、 (あ きたこまち 、 こいごころ )

原料構成
ヒノヒカリ ) 4 類相当品種 40% 
5 類相当品種 70% ( ヒノヒカリ 、 コ力ネマサリ )
(ひめのまい 、 コ ガネマサリ、 5 類相当品種 ・30%
日本晴など ) (ひめのまい など)

口
l 芸 愛 問
1 ~果媛 い
l 食県 合
内糧庁わ
線係農 せ
3 ~ 林 先
3 fi 水
4 9 産
4 4 部
~ 1 農

産
2 園

ソ
ー

ラ
ー

シ
ス
テ
ム

相
談
セ
ン
タ

ー

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て

給
湯
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ソ

ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、
地
球
環

境

保
全
の
観
点
か
ら

近
年
ま
す
ま
す

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ソ
ー

ラ
ー

シ
ス
テ
ム
の
購
入
、や

.，ごみの収集日
清掃センター電話 966-4989

取
り
付
け
後
の
ク
レ
ー
ム
発
生
で

お
困
り

の
方
な
ど
、
消
費
者
の
さ

ま
ざ
ま
な
疑
問
に
お
答
え
し
、
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
情
報
を

提
供
す
る
公
的
な
無
料
相
談
窓
口

で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

、

。

B
V
 

口
問
い
合
わ
せ

先

収集曜 日 収集 地 域 収集変更 日 又は収集休止 日

FJ 木
東谷・西谷・土谷 ・ 滑川 5 月 3 日 休) は

奥松瀬川・天神 収集休止日

勾
北方東 ・ 北方西・南方東 5 月 4 日 後) は

火金

遡
南方西 収集休止日

水土
町西 ・ 町東 (天神を除く ) 5 月 5 日 出 は
山田 ・ 綴灘団地・前松瀬川 収集休止日

1. もえるごみ

タソ
I I 

フ
香 l
川 シ
( ス
フテ
リム
l 相
ダ談
イセ
ヤン

ル
0
1
2
0

・

4
4
7

・

6
8

8

)

相
談
受
付
時
間
は
午
前

9

時
か
ら
午
後
5

時
ま
で

(休
日
は
、
土

・
日

・

祝
日
)

2. もえないごみ・粗大ごみ

ベァトトレホイ' 卜類Jレ 空蛍プjピ光ラン灯ス類類 組大ごみ
空き缶JJI

収集地域
もやさないbの 乾電池類

東谷 西谷土谷 i'~l 川
5パ 0附 5 / 1 4 (月) 5/21 (月) 5 / 28 (月)

奥松瀬川 天中11

北方東北方四 南方東
5/8ω 5 / 1 5ω 5/22ω 5 / 29ω 

南方西

110 西 町東 (天キ111 を 除 く )
5 / 9 (水) 5パ 6bJ<) 5/23bJ<) 5 / 30 (羽

山田被灘団地 fjîj松泌!川

ぬ
広報かわうち



5月健康情報

I 1庭霊童i;問
0健康相談栄養相談

血圧測定、尿検査を行っ ています。 健康に関すること

はお気軽にご相談下さい。

日時 毎週水曜日 午前9時~ 12時
場所 健康センタ ー l階運動指導室

0こころの健康相談

精神的に不安定だ‘ったり 、お年寄の痴呆等の相談をお
受けしています。

日時 5月 11 日 (金)
午後1時30分~ 3時30分

場所 健康センター及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦までご連絡下さい。

0滑川健康相談

日時 5月 28 日 ( 月 )
場所 生活改善センタ ー

海上集会所

午前11時 ~12時

午後l時30分~ 2時30分

午後3時 ~4n寺九!l奇

|酎..  司

日時 5月 14 日 ( 月 )
場所 ら くれん側松山支店 午前9時~ 12時

川内町役場前 午前1時30分~4時

Ea陽商Eヨ

日 時 対象児と注意事項

3カ月 -7歳6カ月 の者。

干重
5月 1 日ω

* 百 日ぜきにかかったことにある方は
i昆 二種混合 ( ジフテリア・破傷風)を受付で
i口》、

申し出て受けて下さし、。

日 6カ月 -7歳6カ月の者。
本

5月 9 日 (羽 * 標準的には3歳で2回 、 4歳でl 回の合
脳ιyと' 計3回を受ける必要があります。

ポ 5月 11 日 (鉛 3 カ月 - 7歳6カ月の者。

オ 5月 1 8 日 (鎧 キ 下痢をしていると受けられません。

※ 1 ;設 - 7;投6か月の者。

風疹 5月 21 日 (月) * 原則として麻疹接種後に受けてくだ

さい。

時間 午後 2 時 - 3 時

場所 健康センタ- 2 階

持参品 母子健康手帳 - 予防接種手l隈・休151計
※ 「健康カ レン ダー」の 日程とは変更していますので 、
ご、注意くだ さ い。

ソ
II鴎震調 人5月31 日は、「世界禁煙デー」
Oいきいき健康講座
テーマ 「気をつけましょう f 肝臓病」
講師 愛媛大学医学部第l内科 高田清式先生
日 時 5月 22 日ω 午後l時30分~3時
場所 健康センタ- 2階

|軒目白:ri'lr.. 'W澗
今年30歳、 40歳、 50歳、 60歳、 70歳になる方の節目検診です。
日 時 5月 13 日 (日 )
受付時間 胃 - 前立腺 : 午前7時30分~9時

その他:午前7時30分~ 10時

場所 健康センター

検診項目 胃、大腸、前立腺、子宮、 乳、甲状腺
検診料 無料

*対象となる方には、検診の申し込みに関わらず、個別

でご案内します。

| 勘盲掴龍司

検診料金 胃がん900円大腸がん600 lIJ 乳がん400円

子宮がん700円前立腺がん500円 甲状腺がん400円

実施日 検診項目 受付 時間 場所

胃 、 前立腺 午前7時30分~9時
轟轟 ‘ 

5月 29 目的 {建康セ ン ター大腸、 子宮
午前7時30分~ 10時

乳、甲状腺

胃、前立腺 午前7時30分~9時

5月 30 日制
争...... ...

健康セ ン ター大腸、 子宮
午前7時30分~ 10時

乳 、 甲状腺

5月 3 1 日 (木) 胃、大腸 午前7時30分~9時 河之内公民館

|師四..闘臨.~叫

命

日 時 毎週月曜日 午前8時30分~9時

場所 健康センター

持参品 印鑑、 登録を している犬は鑑札 - 狂犬病予防注

射i斉票
女不幸な犬をつく ら ないためにも、繁植を希望しない

場合は、不妊 去勢手術に努めましょう 。

lヨ 当番医 住所 電話

3 日 (憲法記念日) 重信クリ ニ ッ ク 重信町志津川 964-1188 

4 日 (国民の祝日) 愛媛十全医療学問lt属病院 川内町南方 966-5011 

5EI ( こ どもの日) いのうえ小児科 重信町野田 955-0055 

6 日 ( EI I曜日 ) 宮内病院 松山市北梅本町 975・0091

13 日 ( 日J1îi! EI) 八木耳鼻咽喉科 ・ 皮膚科 重信町牛測 964-5400 

20 日 ( 日 H琵 EI ) 辻井循環器内科小児科 重信町田窪 964-0013 

27 日 ( 日 H程日 ) 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 964-2411 



0もぐもぐ教室(離乳食講習)

日時 5月 22 日 (刈午前9時30分~
場所 健康センター

対象児 平成12年 11 月 ~ 13年 l月生まれの乳児とその母親
内容 栄養士の話「離乳食の進め方」

調理実習「かんたん取り分けIíJlt乳食」及び試食
身体計測、育児相談

母子健康手11張、エプロン

03歳児健康診査
日 時 5月 17 日休) 受付
場所 健康センタ -2階

対象児 平成9年10月 ~ ll月生まれの幼児

内 容 身体計測、問診、 小児科診察、歯科検診、

保健指導(歯科 ・ 栄養)
母子健康手帳、アンケート (事前に送付します)

、

1
1
J
F

広
報
紙
ョ
つ
く
り
を

、
集
記

J
担
当
し
て
八
年
目
。

r
編
後

、
役
場
に
入
っ
て
い

，

f
t

、
ろ
い
ろ
と
職
場
も
か

わ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も

一
1

三
年
で

異
動
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
広
報
係

だ
け
が
異
例
の
な
が
さ
と
い
え
る

。

幼
稚
園
児
だ

っ
た
長
男
は

、

中
学

生
。

物
心
つ
い
た
頃
か
ら
カ
メ
ラ
を

持
っ
た
父
の
姿
を
見
て
き
た
こ
と
に

な
る
。「

お
れ
も
カ
メ
ラ
で
写
真
を
掠
る

仕
事
が
い
い
」
と
。

ど
う
も
お

気
楽

に
見
え
る
ら
し
い
。

タオ jレ

健康センターかう

コッフ 、

午前9時 ~ ll時

午後l時 ~3時

午後l時~ 2時

(建康センタ -21~皆

l 歳~就学前の幼児
ブラッシング指導、歯科検診、

フッ素 ・サホライド塗布

1 人200円

母子健康手帳、歯ブラシ、

0乳幼児相談
日 時 !毎週水曜日 午前9時~ 12時

場所 健康センター l階

内容 身体計測、育児相談
持参品 母子健康手帳

受付

0歯科検診

日時 5月 15 日 (刈

場所

対象児

内容

料金

持参品

持参品

F土失口
寸 P 口口

命

住所 保護者 名前 生年月日

償法t団地3 越智正彦 風汰 2.24 

L、横i期t団地3 藤岡勇気 - 2.27 

下 ;11 1 川本和久 凌 2.28 

保免 黒i可 !燐典 玲奈 3.5 

横i縫団地2 市川忠彦 詩織 3.9 

茶堂 I!!草川 恵子
。弘ゐ 美み

3.12 

市場 水口朋哉 げ弦温ん 3.13 

3.13 

Jl I 内マンション 佐伯克彦 世"，、 羅
3 .18 

西之似IJ 花山文雄 星太 3.19 

住所 氏名 年齢 死亡月日 世帯主

天中It 寺岡ふじ子 36 3.1 寺田政一

吉東 渋谷線子 79 3.7 渋谷線子

ガリラヤ荘 名越 4t正 83 3.12 名越 主主正

惣田谷上 市須賀フミヱ 85 3.14 高須賀 苦手

北八中市 宮本アヤ 92 3.18 宮本 敏

三料 E量 篠森 義恕 88 3.20 篠j森孝ょI~

昨年比

十5

-2 

十3

(松山南警察署管 内 )

表紙の写真
3 月 29 日の通水式に よ り、本格的に運転が開

始された川内浄化セン タ 一 。

その敷地内には、白壁、屋根がわらの和風様

式の建物や町花のサクラが植樹され、 景観に配

慮した造りになっています。

( -3人)

(+0人)

(ー3人)

( +6戸)

平成13年 4 月 10 日現在

-死者 4 名のうち 3 名が高齢者
・歩行者横断事故 2 件、 自転車横断事故 1 件
・夜間は反射材で 自己防衛を

戸籍の窓
(3月受付分敬称略)

食お誕生おめでとうございます

町の動き
( 4 月 1 日現在)

11 ，280人

5 ，332人

5 ，948人

3 ， 902戸

*ごめい福をお祈りいたします

4 

本年

403 

491 

交通事故の発生状況

人口

男

女

世帯数

広報かわうち

生
一
者

一者

発
一
死

一傷
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-道程
渓流の中を登ったため、滑川渓谷の駐車場

から源流までは、 2 時間余りかかった。

帰りは、渓谷に並行したある山道を歩き、

約 1 時間で駐車場まで戻った。

この山道を利用すれば、丹原町の青滝山か

ら堂ケ森へ行くことができるかもしれない。

機会があればそのコースにチャレンジしてみ

たい。

今
回
の
探
検
隊
は
、
滑
川

渓
谷
の

っ
て
み
る

こ
と

に
し
た
。

車
を
滑
川
一
炭
火
口
の駐車
場
に
留
め
、
奥
の
滝
ま
で
歩
く

。

奥
の

滝
に
行
き
着
く
と

、

左
手
に

「奥
の
滝
、
龍

の
腹
」
の
看
板
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
奥
の
滝
を
回
り
込
む
よ
う
に
登
る

。

巨
石
が
ご
ろ
ご
ろ
と
し

て
い
る
奥
の
滝
の
上
流
部
は
、
楓
が
乱
立
し
て
お
り
、
足
元
に
は
楓
の
落
葉

が
降
り
積
も
っ
て
い
る
。

「秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は

、

さ
ぞ
か
し
み
ご
と

H

奥
の
滝
H

の
上
流
部
を
登

...帰路の山道治いの木立の中に、
大岩の上にたこの足のように根
を張っている木を発見。

滑
川
渓
谷
源
流

な
一
出
火
口
美
が
見
ら
れ
る
な
」と
思
い
な
が

ら
、

上
流
へ
と
歩
み
を
進
め
る
。

小
さ
な
滝
が
多
く

、

滝
に
出
合
う
た
び
に

迂
回
し

沢
登
り
の
途
中
に
は

、

な
が
ら
登
る
が
、
両
岸
と
も
切
り
立
っ
た
が
け
に
な
っ
て
お
り
、

迂
回
す
る

の
に
も
難
渋
し
た
。

木
立
の
中
に
こ
ぶ
し
の

花
が
咲
く
深
山
を

、

行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
そ

れ
で
も
な
ん
と
か
尾
恨
が
迫
る
源
流
近
く
へ
出
た
時
、

竹
の
生
い
茂
る
川
の

中
ナト|

炭
焼
き
が
ま
の
跡
が
残
っ
て
い
た
。


